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第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
三

項
」
を
「
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
項
第
二
号
」
を

「
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四

十
条
の
四
の
三
第
二
十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
八
項
」
を
「
同
条
第
三

十
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
二
号
の
贈
与
者
が
第
一
号
の
教
育
資
金
管
理
契
約
の
終
了
の
日
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

死
亡
に
つ
き
法
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
と
き
は
、当
該
贈
与
者
の
氏
名
、

当
該
贈
与
者
が
死
亡
し
た
年
月
日
及
び
同
号
の
規
定
に
よ
り
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
た
当
該
贈
与
者
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
管
理
残
額

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
十
八
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
三
十
項
」

を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
四
十
条

の
四
の
三
第
二
十
七
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条

第
十
五
項
中
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
六
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
六
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
三
十
一

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
三
項
」
を
「
第
四

十
条
の
四
の
三
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
な
つ
た
事
情
」
の
下
に
「
又
は
施
行
令
第
四
十
条
の
四

の
三
第
二
十
八
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
の
基
因
と
な
つ
た
事
情
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同

条
第
十
二
項
中
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
項
に
」
を
「
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
五
項
に
」
に
改
め
、
同
項

第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

施
行
令
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
五
項
の
取
消
権
の
行
使
又
は
同
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
の
基
因
と

な
つ
た
事
情
の
詳
細
及
び
そ
の
事
情
の
生
じ
た
年
月
日

第
二
十
三
条
の
五
の
三
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

12

施
行
令
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

受
贈
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

二

前
号
の
受
贈
者
が
三
十
歳
に
達
し
た
日
に
お
い
て
在
学
し
て
い
た
法
第
七
十
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
学
校
等
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
学
校
等
」
と
い
う
。）の
名
称
及
び
所
在
地
又
は
受
講
し
て
い

た
同
条
第
十
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
」
と
い
う
。）の
講
座

名
及
び
指
定
番
号
並
び
に
当
該
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

第
二
十
三
条
の
五
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
五
の
八

前
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
二
の
八
に
お
い
て
法
第
七
十
条
の
二
の
七
の
規
定
を
準

用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
六
第
十
一
項
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
七
第
五
項
第
四
号
中
「
、
同
号
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
（
ロ
に
お
い
て
「
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」
と
い
う
。）の
た
め
に
譲
渡
を
し
た
場
合
」
を
削
り
、「
ハ
に
お
い
て
」
を
「
ロ
に
お
い
て
」

に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ハ
に
」
を
「
ロ
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
条
第
三
十
四

項
第
七
号
中
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
十
五
項
第
一
号
ロ

中
「

に
」
を
「

に
」
に
改
め
、
同
号

ロ

を
削
り
、
同
号
ロ

中
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ロ

と
し
、
同
項
第
二
号
ニ

中
「
区
域
」
を
「
地
域
」
に
改
め
、同
号
ニ

を
削
り
、

同
号
ニ

中
「
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
第
一
号
ロ
」
に
、「
第
七

十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
ニ

と

し
、
同
号
ホ
中
「
か
ら

ま
で
」
を
「
及
び

」
に
、「
及
び
区
域
の
い
ず
れ
か
に
」
を「
又
は
区
域
の
い
ず
れ
に
も
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
第
一
号
ロ

中
「
区
域
」
を
「
地
域
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
削
り
、
同
号
ロ

中
「
第
三
十
五
項
第
二
号
ニ

」
を
「
第
三
十
五
項
第
二
号
ニ

」
に
、「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ロ

と
し
、
同
号
ロ

中
「
か
ら

ま
で
」
を
「
及
び

」
に
、「
及
び
区
域
の
い
ず
れ
か
に
」
を
「
又
は
区
域
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十

九
項
第
一
号
イ
中
「
区
域
」
を
「
地
域
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
第
三
十
五
項
第
二
号
ニ

」
を

「
第
三
十
五
項
第
二
号
ニ

」
に
、「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二

号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
か
ら
ハ
ま
で
」
を
「
及
び
ロ
」
に
、「
及
び
区
域
の
い
ず

れ
か
に
」
を
「
又
は
区
域
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
四
項
第
三
号
中
「
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
」
及
び
「
又
は
当
該
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
七
の
二
第
一
項
第
七
号
中
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、同
条
第
二
項
第
一
号
中「（
第
三
号
」を「（
次

号
」
に
、「
及
び
第
三
号
」
を
「
及
び
同
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
条
の
四
の

二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六

項
第
一
号
中
「
区
域
」
を
「
地
域
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二

項
第
一
号
ハ
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
第
一
号
ロ
」
に
、「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第

七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
八
第
五
項
第
二
号
中
「
、
同
項
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
（
ロ
に
お
い
て
「
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」
と
い
う
。）の
た
め
に
譲
渡
を
し
た
場
合
」
を
削
り
、「
ハ
に
お
い
て
」
を
「
ロ
に
お
い
て
」

に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ハ
に
」
を
「
ロ
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
条
第
二
十
八

項
中
「
、「
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
第
三
号
」
と
」
及
び

「
、「
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
第
一
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
の
七
第
五
十
六
項
第
三
号
」
と
」を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
八
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
ハ
に
」
を
「
ロ
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
第

七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
す

る
。第

二
十
三
条
の
八
の
四
第
九
項
中
「
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
」
及
び
「
又
は
当
該
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
団
体
」
を
削
る
。

13

施
行
令
第
四
十
条
の
四
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

受
贈
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

二

前
号
の
受
贈
者
が
そ
の
年
に
お
い
て
在
学
し
て
い
た
学
校
等
の
名
称
及
び
所
在
地
又
は
受
講
し
て
い
た
教
育

訓
練
の
講
座
名
及
び
指
定
番
号
並
び
に
当
該
教
育
訓
練
に
係
る
教
育
訓
練
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

第
二
十
三
条
の
五
の
四
第
四
項
第
三
号
中
「
同
項
の
」
を
「
同
項
本
文
の
」
に
改
め
、同
条
第
五
項
第
三
号
中「
第

七
十
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
二
の
三
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
四
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

四

施
行
令
第
四
十
条
の
四
の
四
第
二
十
六
項
の
取
消
権
の
行
使
又
は
同
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
の
基
因
と

な
つ
た
事
情
の
詳
細
及
び
そ
の
事
情
の
生
じ
た
年
月
日

第
二
十
三
条
の
五
の
四
第
十
一
項
第
四
号
中
「
な
つ
た
事
情
」
の
下
に
「
又
は
施
行
令
第
四
十
条
の
四
の
四
第
二

十
九
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
の
基
因
と
な
つ
た
事
情
」
を
加
え
、
同
条
第
十
七
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

税
務
署
長
が
法
第
七
十
条
の
二
の
三
第
十
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
実
を
知
つ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

受
贈
者
が
贈
与
者
か
ら
法
第
七
十
条
の
二
の
三
第
一
項
本
文
の
規
定
の
適
用
に
係
る
信
託
受
益
権
、
金
銭

又
は
金
銭
等
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
分
の
当
該
受
贈
者
の
所
得
税
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第

一
項
第
三
十
号
の
合
計
所
得
金
額
が
千
万
円
を
超
え
て
い
る
旨

ロ

イ
の
受
贈
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

ハ

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
二
十
三
条
の
五
の
六
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
五
の
七
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
第
七
十
条
の
七
の
五

第
一
項
（
非
上
場
株
式
等
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
八
第
一
項
（
個
人
の
事
業
用
資
産
」
に
改
め
、「
の
特
例
」
を
削

り
、「
特
例
対
象
受
贈
非
上
場
株
式
等
」
を
「
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
」
に
、「
同
令
第
二
十
九
条
第
四
項
第
三
号
中
」

を
「
同
号
中
」
に
改
め
る
。
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